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Doxycyclineに よ る耳鼻 咽喉感染症 の治療成績

三辺武右衛門 太田 昇 ・村上温子

関東逓信病院耳鼻咽喉科

徐 慶一郎

関東逓信病院臨床検査科

DoxyCycline(以 下,DOTCと 略す)はPfizer研 究所に

おいて メタサイ ク リンか ら合成 された新 しい広範囲抗生

物質で ある。 従来の テ トラサイク リン系製剤 に比較 し,

1日1回 の投与 で有効 で あ り,最 小発 育阻止濃度が低

く,組 織 内濃度 が高 く,多 くの利点 を有す る抗生物 質で

あ ると報告 され てい る。

我々 は本剤 を耳鼻咽喉科感染症 の治療 に応 用 し,血 清

の抗菌力,副 作 用な どに関 して検討 を行 なつたので報告

す る。

表1DOTC及 びTCのStaPh.aecr.ec対 す る

抗 菌 試 験 成 績

MICI≧ 。。【…15・i2S1・a5岡a・21・ ・S61・.7.slo.3g

TC}216国211・1416121・

D・Tc口 ・II61・} 13717

Doxycydineの 組成 と性状

DOTCは 化学 名 を α一6-Deoxy-5-oxytetracyclineと

い い,次 の構 造 式 を有 す る。 そ の塩 酸 塩 は淡 黄 色 の 結 晶

性 粉 末 で あ る。
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DOTCお よびTCの5「taphツlococcusaureus25株 に

対す る抗菌試験 を行 な うに,DOTCに お いて はTCた 比

較 し著 しく抗菌 力が強い ことがわ かつ た(表1)。

またDOTCの8'妙 友yZo`oか

cusaureus209P株 に対す る増

殖 曲線に及ぼす阻止作用をBio・

photomet町(Jouan)を 用いて 自

動記 録 した。DOTC100mg内

服 後3,4,6,8,19時 間後 に

採血 して,各 血 清について209

P株 増殖 阻止作用を,増 殖 曲線

に及 ぼす 影 響 か ら検 討 し た

(図1)。

阻止効果 は4時 聞 で最高 に達

し,8時 間 と18時 間 において

丁
ω

は同程度の菌増殖阻止効果が認められた。

臨 床 成 績

耳鼻咽喉科感染症 について本剤 による治i療を 行 な つ

た。治療対象 は 昭和42年11月 か ら昭和43年2月 に至

る4カ 月間に おける患者 について行 な った。

投与方法 初 日は200mg,そ の翌 日か らは1日100

mgの 投与 を行 ない,治 療経 過を観察 した。

治療効果 の判 定は症 状消退 し治癒 と認め られ るものを

著効,症 状軽快 した ものを有効,効 果 のなかつ たものを

無効 と して,3段 階 に分 けて効果判 定を行なつ た。

1.化 膿性 中耳炎におけ る治療成績

急性化膿性 申耳炎10例,慢 性化膿 性中耳炎3例 につ

いて治療を行 なつた。急性症10例 では 著効8例,有 効

1例,無 効1例,慢 性症 の3例 では著効3例,有 効0

例,無 効0例 で あつた。次に症例 を例示 す る。

症 例2本 9才 男 右急性 化膿性 中耳炎

現病歴:昭 和42年12月 下・旬風邪 を引 き咳が 出て,咽

頭痛を訴 えた。 正月2日 頃か ら右 耳痛,閉 塞感,難 聴を

図1
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表2DOTCよ る化膿性 中耳 炎の治療成績

症 例
年

令
性 診断名 起 炎 菌

感 牲 投 与 法 副
作
用

効

果

一

PC TC
1日 量

(mg)
日数

総量
(mg)

1 36 ♂ 右急性 5嫌 …i一 帯 100 4 500 一

2 39 ♂ 右 〃 5娩 一i+ 什 100 3 400 一 井

3 40 ♂1右 〃 夏ogrowth 100 6 700 一 昔

4 7 ♂ 右 〃 5忽魏 吻4. 十 帯 …13 3・・1一 昔

5 7 ♂ 〃 5∫デ曜oω``欝 什 井 100 10 1000 一 十

6 15 ♀ 左 〃 5彪伽 猟 国 昔 … 回5・ ・1一 昔
一

什7 1・6固 両 〃 踊 砂刎+田 …161 7・・卜

8 164固 左 〃 .15鱗(β)州 井1…}4} 5・・ト 升
一

9 3・ 囹 右 〃

10 22 ♀1右 〃

・ 25固 右灘

Stmph.onn井+い ・・1 7800

1)ψz.Pneum. 井i+1…67・ ・ 一 摂

StaPh.aecr. 一1+1… 回5・ ・ 一一1+f

・2 3♀1右 〃IStaphepid.i+■ …171S・ ・ 一 睡

13 3 ♂ 右■ 鋤 勧 鳳 十
司 …lsig・ ・-1昔

表3DOTCに よ る副鼻腔炎の治療成績

症 例

1

年

令

22

性

♂

診断名 起 炎 菌

i急 性 】5嫌 一

感 性 投 与 法

pclTC塩 翻騰 膿)

一 囲 ・…4・5・ ・

2 1321♀1〃iglelliePeu-'1升;司 …17iS・ ・

3 1・31♂1亜細5繊 …1+囲 …

4 1241♂

5 8}♀

6 1・61♀

急 性13峨 一H+1…

〃{5忽 轟
撒1+国 …

〃

・・1・ …

7 i22i♂

副
作
用

効

果

十
一1+

213・ ・1

415・ ・

1…1415・ ・

慢 性1Staph・aecnH+1…}718・ ・

十

8 159囹 〃is'aph.aur.

9 52囹 〃

・・ 12S1♂1〃

・ ・71♀1〃IStaph.aur.

一 囲 …i・4122・ ・卜

1…}・2レ3・ ・卜

十

・ 341♀ 】 〃

1…i4

司 …i4

い ・・
3

5・・1一

5・・卜

3・・1胃痛

十

中止

訴 えるよ うにな り,1月5日 来院 した。

現症:一 般所見良 好,咽 頭粘膜に発赤 あり。

右鼓膜 は発赤腫脹 が著明で あつた。 鼓膜切開 を 行 な

い,耳 漏か らはStaPhPtlOCOCCUSaureUSを 検 出 し,そ の

感性 はSulfrPC+,SM十,

CP什,TC昔,EM十 ト,KM-H-,

CER+,Li→ 十で あつた。

治療経過:DOTCの 投与 を

行なつた。 初 日には200mg,

次回は毎 日1回100mgの 投与

を行 なつた。3日 間に400mgの

投与 によつて耳漏 はとま り,聴

力 もほぼ正常に回復 しi著効 を収

める ことがで きた。

症例11田 25才 男

右慢性化 膿性 中耳炎

現 病歴:18才 の頃に右 中耳 炎

を起 し,時4耳 漏が出て いる。

約10日 前に 風邪を 引き 耳漏 が

出るよ うになつた。 昭 和42年

12月4日 初診 。

現症:一 般所 見良好,右 鼓膜

に は半米粒 大の鼓膜穿孔 あり,

粘液膿牲 の耳漏 が中 等 量 流 出

し,鼓 室粘膜 には発赤腫 脹が見

られた。 耳漏か らはStaPd妙lo-

coccusが 検 出され,そ の感牲 は

次の ようで あつ た。Su、lf-,PC

+,SM昔,CP辮,TC十,EM

帯,KM辮,CL-.CER十1-,

Li十汗,SP-^

治療経過:12月4'Hか ら本 剤

に よる治療 を行 なつた。4日 間

500mgの 投与に よつて 耳漏 は

とま り,鼓 膜 は乾燥 して著効を

収めた。

2副 鼻腔炎におけ る治療成

績

急 性副鼻腔炎6例,慢 性副鼻

腔炎6例 について本剤 の投与 に

よる治療 を行 なつた。

急性症 の6例 で は著効2例,

有効2例,無 効2例,慢 性 症 の

6例 では著効1例,有 効1例,

無効3例,中 止1例 であつた。

次 に症例 を例示 す る。

症例2保 2才 女 急性 副鼻腔 炎

現病歴:昭 和42年12月 初旬 に風邪 を引き,そ の後鼻

漏 が多量に 出るようにな り,頭 が重 く頭痛 を訴えた。12
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表4DOTCに よ るそ の他 の感 染症の治療成績

1年
症 例

1令
1

1 !7

性

♂

診断名

右耳痴

起 炎 菌

5'砂 乃.auプ.

2 :・2固 鼻tulStaph.aun

3 136囹 鷺 簑綴 辮 鉱

感 性

PCITC
投 与 法

・曝 畷 縫

副
作
用

+囲1・ ・回4・ ・ト

一1es

1+1+

…1414・ ・

効

果

井

…1415・ ・H甚

4 i361♂1〃IStaPh・aar・1-i+い ・・1415・ ・

5 …4・回 StrePt.(β)
1甘 固 …123・ ・

6 4・i♀1〃IStaPh.aur.H+1…16 700

一ト

一臣

7 囹"lstre」pt.(β) 十
司 …12i3・ ・1-・一

8 1♀1〃1§ 織 器
喜#1…14i5・ ・1一

十

月18日 初診。

現症:一 般所 見良好。鼻腔所見;鼻 粘膜は発赤腫脹 し

て,中 鼻道か らは粘液膿性 鼻漏が多量に認め られた。鼻

漏 か らはDiplococ.Pneum.とCoccus(G+)を 検 出 し

た。Diplococ.pneecm.はSulf-.PC什,SM十,CP

卦,TC什,EM什,KM-一.CER静,Li昔,SP昔 の感

性 を示 した。 「レ」線 では上顎洞や節骨蜂洞 に瀦蔓性 陰

影が認 め られ た。

治療経過=12月18日 か ら本剤に よる治 療 を 行 な つ

た。7日 間に8eOmgの 投与 によつて 鼻漏 の排泄 が止ま

り,鼻 粘膜 の腫脹 は減退 して著効を収 め,頭 重感や 頭痛

な ども消退 した。また 「レ」 線所見で は上顎 洞や節 骨洞

の陰影 は消退 した。

投与期 間は7日 間を要 したので,治 療効果 は有効 と判

定 した。

症例8横 59才 女 慢性 副鼻腔 炎

現病歴;3～4年 前 か ら鼻閉が時々起 り,鼻 漏が出 る

よ うにな り,頭 痛を訴 え るように なつ た。 昭和42年12

月1日 初診 。

現症:一 般所見良 好,鼻 粘膜は腫脹 して中鼻道 に粘液

膿性 の鼻漏 が認め ら れ た。 鼻漏 か らはStaPh.aureUS

とBacill"s(G+)が 検 出 された。Stmph.aureusの 感

性 はSulf-,PC-,SM赫,CP什,TC井,EM-a

KM什,CERrLi-,SP一 で あつた。 レ線 では両側 の

上顎や飾骨 洞に陰影が認 め られ た。12月1日 か ら本剤 を

投与 し治療 した ところ12月8日 には頭痛が軽度 とな り・

15日 に は鼻漏 も著 しく減少 し,有効 の治療効果を収 めた。

3.そ の他 の感 染症の治療成績

治療 を行 なつた症 例 は痴2例,腺 窩性扁桃炎6例 の計

8例 で あつ た。 これ らの8例 の うち著 効 は6例,有 効2

例で あつ た。次 に症 例を例示す

る。

症例3本 6才 女 腺窩

性 扁桃炎

現病 歴:7日 前か ら咽頭痛が

始 ま り,次 第に増強 してきたの

で12、月22日 来院 した。

現症:体 温38。C,咽 頭痛,

嚥 下痛を訴 えた。 扁桃 には灰白

色 の斑点がつ き発 赤腫 脹が見 ら

れた。 苔か ら はStrePtococcus

(β)とBacillors(G-)が 検出さ

れた。StrePtococcusの 感性 は

Sulf-,PC十,SM十,CP井,

TC十.EM昔,KM-,CER十,

Li+,SP-一 であつた。

治療経過:22日 か ら本剤 の治療を行な い,4日 間500

mgの 投与 に よつて 白苔 は消失 し,咽 頭痛な どの諸症状

は消退 し治癒 した。

これ らの治療成 績 を一括す ると表5の ようで,33例 の

うち著効20例(60.6%),有 効6例(18・2%),無 効6

例(18.2%),中 止 した もの1例 であつた。

表5DOTCに よ る治療成 績

疾 患 名 症例数

化 膿 性

中 耳 炎

副 鼻 腔 炎

急性10

慢性3

急性6

慢性i6

止中
果効療治

一十

0
◎

9
り

9
配

唯↓

-

.ハU

9
耐

ー
ム

ハU

A
U

9
翻

3

A
U

A
U

ハ
U

-
ゐ

痴(瓦 則 2}2 0 ・i・

腺離 扁酬 6 4い1・1・

計 33 20

(6α6%)

6

(18.2%)

1

6

(18.2%)

1

副 作 用

治療を行なつた耳鼻咽喉科感染症33例 のうち,34才

の女の慢性副鼻腔炎症例に投与3日 目に胃腸障害を起し

たので投与を中止したものがあつた。そのほかの症例に

は発疹その他の副作用は認められなかつた。また耳鳴,

聴力障害,高 音部聴力損失,め まいなどの聴器障害は全

然認められなかつた。
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結 語

1.DOTCはTCに 比較 し抗 菌力 が著し く優 り,100

mg投 与後の血 中濃度 のピー クは4時 間にあ り,抗 菌作

用 も4時 間で最高 に達 し,19時 間において も8時 間 と同

様 の菌増殖阻止効果が認 め られた。

2.耳 鼻咽喉科感染症33例 に使 用 七 て,著 効20例

(60.6%),有 効6例(18.2%),無 効6例(18.2%)で

有 効率 は78.8%で あった。

3.副 作用 は全然認 められなかつ た。

4.DOTCは1日1回100mgの 投与 によつて,従 来

のTC系 の抗生物質に 匹敵す る治療成績 をあげ ることが

できた。 今後投与法の改善 によつ て,よ り重篤症 例の治

療 にも治療 効果 を発揮 す ることが期待 され る。
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RESULTS OF DOXYCYCLINE HYDROCHLORIDE TREATMENT OF 

VARIOUS INFECTIONS IN OTORHINOLARYNGOLOGICAL FIELD

BUEMON SAMBE,  NOBORU OHTA & HARUKO  MTRKKAMI 

         Division of Otorhinolaryngology, 

             Kanto Teishin Hospital 

 KEIICHIRO  JO 

          Division of Central Laboratories, 

              Kanto  Teishin. Hospital

 The present authors have carried out the clinical application of doxycycline hydrochloride chiefly to 

the infections in the field of  otorhinolaryngology. 

 1. From the results of sensitivity test of Staphylococcus aureus against TC and DOTC, DOTC 

showed more remarkable activity than TC. When 100 mg of doxycycline hydrochloride were admini-

strated to the adults, the peak of blood concentration was found after 4 hours, and the blood con-

centration after 19 hours was as high as the blood concentration after 8 hours. 

 2. Thirty-three cases of the infections were treated with doxycycline hydrochloride, and the results 

were obtained as  follows: remarkably effective for 20 cases  (60.6%), improved for 6 cases  (18.2%), 

ineffective for 6 cases  (18.2%), and effective ratio  (78.8%) (refer to Table). 

 3. As for the side effect of  doxycycline hydrochloride, no damage of hearing and equilibrium was 

observed in all cases so far as the above doses concerned, hypersensitivity and eruption were not en-

countered, but only one case of stomachache was found 3 days after administration of doxycycline.




